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誓いのことばを述べる柚木山主任研究員。「これから必要となる資
質や能力を育むためのキャリア教育」をテーマに研究します

教育プランの実現に向け
教育研究センタ－ 20 人委嘱
　５月 19 日、市教育研究センター研究員等
に市内小・中学校の教員 20 人が委嘱されま
した。同センターは「0 歳から 100 歳までの
小林教育プラン」の具現化が目的。代表して
西小林中の柚

ゆ き や ま

木山尚
な お み

未主任研究員は「小林
の未来を支える人材の育成に向け、研究に
取り組みます」と誓いのことばを述べました。

講演する宮阪所長。同講座は市社会福祉協議会が主催で、年７回実施
予定。県内のさまざまな職業の現職や OB を招き行っていきます

日銀職員が仕事の魅力を説明
須木中生徒ら夢を膨らませる
　５月 18 日、ドリーム・ジャンボ学園の職
業講座が須木総合ふるさとセンターであり
ました。須木中の生徒が対象で、日本銀行宮
崎事務所宮

み や さ か

阪隆
た か ひ こ

彦所長が登壇。仕事の内容や
魅力を説明し、「みなさんには無限の可能性
がある。多様な価値観を大切にし、夢に向かっ
てがんばってほしい」とエールを送りました。

図書館開放は細野中学校でも実施しています。７月 14 日までの
月曜、火曜、金曜の 14 時～ 16 時 30 分に開放しています

学校図書室をもっと身近に
細野小図書室を地域に開放
　５月 21 日、細野小学校で図書館開放イベ
ントを開催しました。「子供も大人も学び合
い育ち合う」教育体制を構築するのが目的。
図書室の本の貸し出しや移動図書館車の展
示、読み聞かせグループによるお楽しみ会
を実施し、地域住民は思い思いの本を手に
取って読み入っていました。

左からマンゴー部会の松
ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長、肥後市長と大角部会長。
「今年は、例年より収穫量も多く、糖度も高い」と話していました

自慢のメロン・マンゴーを
多くの人に味わってほしい
　５月 23 日、第６回メロン・マンゴーフェ
アの開催に伴い、JA こばやしメロン部会
と同マンゴー部会から宮崎ブランドの「め
ろめろメロン」と「太陽のタマゴ」が贈呈
されました。メロン部会の大

お お づ の

角正
ま さ ひ ろ

廣部会長
は「今年も出来は上々です。たくさんの人
に味わって欲しい」と話していました。
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。

　

34
歳
か
ら
福
岡
県
や
神
奈
川

県
で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
と
し

て
働
き
、
３
年
前
、
退
職
を
機

に
故
郷
の
小
林
市
へ
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て
き

た
。「
久
し
ぶ
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に
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し
た
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の
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他
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は
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れ
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る
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て
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そ
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き
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掃
工
場
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に
。

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の

袋
を
一
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ず
つ
開
け
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中
身
を

取
り
出
し
て
、
さ
ら
に
資
源
ご

み
と
燃
や
さ
な
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ご
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に
仕
分

け
る
作
業
。
温
風
と
ご
み
の
強

烈
な
に
お
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に
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え
な
が
ら
の

作
業
は
大
変
だ
が
、
気
づ
く
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
家
庭

で
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
資
源
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。」

　

そ
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経
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も
あ
っ
て
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サ

イ
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住
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の
分
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研
修
の
講
師
を
務
め
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と

に
。
ご
み
の
分
別
の
大
切
さ
を

伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
作

業
風
景
や
資
源
ご
み
と
し
て
圧

縮
さ
れ
た
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ッ
ク
ご

み
の
写
真
、
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サ
イ
ク
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の

サ
ン
プ
ル
を
自
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で
作
っ
て
説

明
し
た
。「
人
に
頼
ら
れ
る
の

が
嬉
し
い
か
ら
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
や
り
た
い
。」

こ
の
思
い
と
人
柄
で
今
で
は
、

何
で
も
話
せ
る
友
人
も
た
く
さ

ん
で
き
た
。

　
「
初
め
は
戸
惑
っ
た
こ
と
も
、

精
一
杯
頑
張
れ
ば
人
の
役
に
立

つ
知
識
や
経
験
に
な
る
。」　

誰

か
を
思
っ
て
行
動
す
る
こ
と

は
、
自
分
自
身
の
心
も
豊
か
に

し
て
く
れ
る
と
下
無
敷
さ
ん
は

教
え
て
く
れ
た
。

　
『
６
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

月
間
』
で
す
。

初
め
は
戸
惑
っ
た
こ
と
も
、
精
一
杯
頑
張
れ
ば

人
の
役
に
立
つ
知
識
や
経
験
に
な
る
。

㊤４月に開催した学習会。
ノートには伝えたい思い
が何ページにも渡ってつ
づられる。㊥現場の写真
を撮りためたアルバム。
㊦坂元地区のリサイクル
回収場所には下無敷さん
が作った分別事例の紙が
貼られている。
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